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Ⅴ２（１）　ボランティア研修
教文　（もっと外国人市民と交流するための異文化体験講座）
主　　題：川崎区で外国人市民と共生しサポートするためのきっかけ作り　

回 月日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･ 助言者など

1 3・3 水 同じまちに暮らしながら、
住みにくさを感じている
外国人市民の現状を知
り、自分に何ができるか
を考え、終了後は、教育
文化会館多文化事業に関
連する活動についてもら
うことを目標とする

オリエンテーション 
研修のねらい、めざすもの 職員

2 10 水 ふれあい館の実践活動～外国につながる子どもの学
習サポート ふれあい館　職員

3 13 土 タイの母語教育と学校教育 日タイを言葉で結ぶ会ラック
パーサータイ（PRT）

4 17 水 にほんごひろば（教育文化会館識字学習活動）見学 職員

5 20 土 多文化共生社会とこれからの日本語教育～ビギナー
の支援を考える

神奈川大学　准教授
富谷　玲子

●開設場所　教育文化会館　	 	 　　●時	間	帯　10:00 ～ 12:00、19:00	～ 21:00
●対　　象　関心のある方　	 	 　　●参加者数　16人（男 5人、女 11人）	 ●延べ人数　26人

大師　（保育ボランティア入門）
主　　題：子どもと楽しく遊ぼう　

回 月日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･ 助言者など

1 1・28 木

保育を行う際、保育者と
子どもたちが「より楽し
く」「より安全に」一緒
に遊ぶために必要な接し
方や叱り方などの知識や
技術を習得する。地域の
子育てを支援する人材を
養成する

オリエンテーション 
子どもと一緒に遊ぶ

保育グループ「クローバー」
林　裕子、斎藤　真奈美

職員

2 2・ 4 木 子どもの成長について 
乳幼児期の心と体

日本大学　講師 
臨床心理士　 植松　紀子

3 18 木 子どものけがと病気について 
安全管理と応急処置について

日本赤十字社神奈川県支部
主任指導員　 村野　道子

4 25 木 保育のコツと豆知識 市立藤崎保育園　保育士　 
武藤　雅子

5 3・ 4 木
【公開講座】
シニア世代の自分さがし 
男性も楽しくボランティア活動を！

キッチンさくらんぼ　代表
一柳　起譽

6 11 木 私のボランティア活動と保育について 
今後の活動について

保育グループ「クローバー」
内田　豊子

職員
●開設場所　大師分館　　　　　　　　　　●時	間	帯　10:00 ～ 12:00
●対　　象　関心のある 18歳以上の方　　●参加者数　14人（男 4人、女 10人）	 ●延べ人数　38人
●保育内容　自由遊び、お弁当、おはなし　●保育参加者数　4人（男 4人、女 0人）	 ●保	育	者　クローバー

田島分館　（保育ボランティア研修）
主　　題：保育ボランティアとして子どもとの接し方を学ぶ　

回 月日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･ 助言者など

1 1・28 木

子どもとかかわるとき
に知っていると役立つ
技術を学ぶ。地域で行
なう子育て支援とは何
か、何ができるのか学
ぶ。

川崎区における子育て支援の支援活動の現状と今後
の取り組みについて

川崎区役所こども支援室　
主幹 松本　みち

2 2・ 4 木 保育士が、手遊び・読み聞かせなどを通して子ども
とのかかわり方を指導する アップルジャム

3 11 木 風船を使って犬などを作り子どもとのかかわり方を
学ぶ 風船芸人 安田　尚央

4 18 木 けがや誤嚥などの事故が、発生したときの処置につ
いて学ぶ

川崎消防署警防第 1 課　
救急係長 山口　範夫

5 23 火 子どもの心を理解するにはどのようにすればよいの
か？ りんごの木　主宰 柴田　愛子

●開設場所　田島分館　　 	 	 　　●時	間	帯　10:00 ～ 12:00
●対　　象　保育活動に関心のある方	 　　●参加者数　17人（男 0人、女 17人）	 ●延べ人数　56人
●保育内容　自由保育	 	 	 　　●保育参加者数　14人（男 5人、女 9人）
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幸　（知的障がいを理解する）
主　　題：障がいに対する理解を深め、地域でボランティア活動を始めよう　

回 月日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･ 助言者など

1 11・ 1 日

知的障がいについて学
び、「障がい者社会参加
活動」を体験することに
よりボランティア活動の
楽しさを知り、地域で実
際にボランティア活動に
参加するきっかけ作りと
する

知的障がいや心の病との違いについて知り、知的障
がい者への理解を深める

元川崎市障害更生相談所職員
　　小嶋　珠実

2 8 日 知的障がいや発達障がい者の支援を行っている実践
者に話を聞く ケアホーム世話人 林　文求子

3 15 日 幸市民館障がい者社会参加活動に参加し、実際のボ
ランティア活動を体験する

ボランティアスタッフ
職員

4 22 日 前回の体験を振り返り、次のボランティア活動に活
かす 小嶋　珠実

5 29 日 障がいを持つ子どもがいる親の思いを聞き、ボラン
ティア活動について話し合う

あそぼう会メンバー
中村　多美子　熊野　美子 

後藤　智子　福原　佳代

6 12・ 6 日 地域のもちつき大会へ幸市民館障がい者社会参加活
動のメンバーと共に参加する

ボランティアスタッフ
職員

●開設場所　幸市民館	 	 	 ●時	間	帯　主に 10:00 ～ 12:00
●対　　象　関心のある方	 	 ●参加者数　10人（男 6人、女 4人）	 	 ●延べ人数　37人

日吉　（子育て応援　保育ボランティア講座（保育つき））
主　　題：これからの子育て支援に大切なこととは　

回 月日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･ 助言者など

1 1・26 火 子育て環境の変化につ
いて学ぶ

オリエンテーション 
子育て環境　昔～今～これから①　 
－なぜ変わったの？－

冒険遊び場と子育て支援研究所
代表　 矢郷　恵子

2 2・ 2 火

地域の親と子の居場所
を長年の経験者の活動
から現状とその役割を
知る

子育て環境　昔～今～これから② 
－どう変わったの？－

保育・子育てひろば推進センター
「みずべの会」　代表
　 新澤　誠治

3 9 火

地域のおとなとして、
子どもの心に寄り添う
かかわり方を学び、子
どもの心を理解する

子どものまなざし 
～その心を受け止めるために～

元公立保育園　園長
田母神　良子

4 16 火
子どもにかかわる活動
の理解と心構えについ
て学ぶ

命のあたたかさを繋げていく 
～乳幼児の発達と保育ケア～

ウパウパハウス・岡本助産院
主宰　 岡本　登美子

5 23 火 学習を振り返り、まと
めをする

これからの活動に向けて 
～これまでの学習を振り返って～

保育ボランティアグループ 
「ぽっぽ」

6 3・ 2 火

子どもとのかかわり方
を保育活動で疑問に思
うことを出しあい、活
動に即した課題解決を
探る

人と人の間で育つ子どもたち 
～見守る親と地域のおとな～

青空保育「つくしんこ」　主宰
文　多恵

＊第 5 回は講師が急病のため第 6 回に、また第 6 回を前倒しして第 5 回に実施した
●開設場所　日吉分館	 	 	 	 	 ●時	間	帯　10:00 ～ 12:00
●対　　象　保育ボランティアに関心のある方　　　
●参加者数　25人（男 0人、女 25人）		 	 ●延べ人数　87人
●保育内容　自由遊び	 	 	 	 	 ●保育参加者数　5人（男 5人、女 0人）
●保	育	者　保育ボランティアグループ「ぽっぽ」
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中原　（保育ボランティア研修）
主　　題：こどもの視点でこどもの感性でともに歩もう

回 月日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･ 助言者など

1 1・29 金
地域の子育て支援の必
要 性 と 地 域 と 行 政 の
ネットワークを知る

地域で支える子育て支援の現状及び課題について学
ぶ 元横浜副市長　 前田　正子

2 2・ 5 金 地域の子育て支援の担い
手としての活動を知る 地域における保育ボランティアの活動を把握する にじの会　どんぐりの会

ぽかぽか

3 12 金 子育て支援施設を訪問
する 港北区地域活動子育て拠点「どろっぷ」を見学する 港北区地域子育て支援拠点「ど

ろっぷ」　施設長　 原　美紀

4 19 金 こどもの脳・体・心の
発達について考える

こどもたちの発達に応じたサポート・工夫について
考える 宝仙学園短期大学　講師

佐藤　佳代子5 26 金 まとめ・ふりかえり　　　　　　　　　　　
受講生の今後の活動のレール作り

●開設場所　中原市民館　他	 	 	 	 ●時	間	帯　14:00 ～ 16:00
●対　　象　関心のある方及び保育ボランティア	 ●参加者数　8人（男 0人、女 8人）
●延べ人数　34人

高津　（「多文化ボランティア」になった人の話を聴いてみよう）
主　　題：見て、聞いて、やってみよう、多文化ボランティア！

回 月日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･ 助言者など

1 9・ 5 土

外国人市民の増加に伴
い、外国につながりの
ある人びとの置かれた
立場を理解し、人とし
て の 存 在 や 権 利 を 認
め、社会を良くしてい
くよう共に成長してい
くことが求められてお
り、多文化ボランティ
アの活動が重要である。
地域で生活する外国人
市民が直面している課
題を知り、そうした課
題解決に向けた生活支
援と教育支援のボラン
ティア活動の実態を学
ぶことで、自分たちが
どのような多文化ボラ
ンティアを実践し、コ
ミュニティづくりにつ
なげることができるか
を考える。総論、体験、
事例研究、さらに制度
改善システムまで総合
的に学ぶ機会を作る

総論①生活支援 
多文化共生と多文化活動ボランティア

多文化活動連絡協議会  代表
中村　ノーマン

2 12 土 生活支援の実践事例① 
生活相談とコミュニティづくり

かながわ外国人すまいサポー
トセンター  理事長  裵  安

3 13 日 国際理解教育の実践事例① 
国際協力と映画『ミラクルバナナ』

ハイチの会・セスラ  代表
髙岡  美智子  他

4 10・ 3 土 国際理解教育の実践事例② 
絵本から世界が見えてくる

THE Art Project
三沢  範子  他

5 4 日 国際理解教育の実践事例③ 
ベリーダンスを知ろう！歴史と体験

Raks Yasmin Belly Dance 
Studio

河内  美佐樹、近藤  千恵子

6 10 土 生活支援の実践事例② 
地域拠点でリサイクルと国際協力

ＷＥ 21 ジャパンたかつ  理事
浪瀬  佳子

7 31 土 生活支援の実践事例③ 
地域拠点と翻訳・通訳ボランティア

かわさきくコミュニケーショ
ン・ボランティア  朴  栄子

8 11・ 7 土 総論②教育支援 
一人ひとりから始まる多文化ボランティア

市立下作延小学校 PTA 
前成人委員長　 稲田  素子

9 21 土 教育支援の実践事例① 
学校・区役所との連携と学習支援

あさお多文化サポートネット
ひまわり

木村  邦子、村井  直子

10 28 土 教育支援の実践事例② 
学校との連携と母語・母文化教室

日タイを言葉で結ぶ会 ラック 
パーサ タイ（RPT） 

小林  真理奈

11 29 日 生活支援と教育をめぐる政策開発と制度改善－川崎
市外国人市民代表者会議 中村　ノーマン

12 12・ 5 土 国際理解教育の実践事例④ 
ロシア風クレープ・ブリンチキを作ろう

料理研究家
山田  アリョーナ、三浦  明美

13 12 土 教育支援の実践事例③ 
社会教育施設と母文化教室 DAGAT CLUB  小菅  真人

14 19 土 ふりかえり 中村　ノーマン

15 2・ 6 土 今後の多文化活動に向けて－外国につながる子ども
の教育と学習支援

東京学芸大学国際教育センター
教授　 佐藤  郡衛

●開設場所　高津市民館	 	 	 	 ●時	間	帯　主に 10:00 ～ 12:00
●対　　象　関心のある方　　　	 	 	 ●参加者数　30人（男 7人、女 23人）
●延べ人数　200人
●保育内容　自由遊び	 	 	 	 	 ●保育参加者数　12/5 のみ 1人（男 0人、女 1人）
●保	育	者　市民館登録ボランティア
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橘　（布のおもちゃを作ろう）
主　　題：～できることからボランティアを始めよう！～

回 月日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･ 助言者など

1 5・21 木 乳幼児が喜びそうな布の
おもちゃを手作りしなが
ら、プラザ橘の子育て
関係事業や地域のボラン
ティア活動につなげる
きっかけとする

オリエンテーション　　　　　　　　　
動物のボールを作る①

ぐるーぷ・もこもこ　代表
平松　はるこ

2 6・ 4 木 動物のボールを作る②　　　　　　　　　
前回と同じ手法で復習を兼ねて自主製作 職員

3 18 木 小さな小鳥を作ろう！ 平松　はるこ4 7・ 2 木 布のサイコロを作ろう！
●開設場所　橘分館	 	 	 	 ●時	間	帯　9:30 ～ 12:00
●対　　象　全回出席できる、関心のある方	 ●参加者数　13人（男 0人、女 13人）
●延べ人数　42人
●保育内容　自由遊び	 	 	 	 ●保育参加者数　５人（男１人、女 4人）
●保	育	者　NPO法人ナルク川崎

宮前　（中学生・高校生ボランティア講座「やってみよう！」）
主　　題：中高生の社会活動への参加のきっかけをつくる

回 月日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･ 助言者など

1 8・ 5 水

ボランティアに対する
理解を深める

アイスブレイク 
講座についての趣旨説明 職員

2 5 水 青少年の家プール開放事業のサポート

青少年の家　職員
　 宮田　基信 
青少年の家ユースワーカーズ倶楽部
副部長　 近藤　桃子

3 3・ 6 木 ボランティアについて 
前日のサポートの振り返り

（財）かわさき市民活動センター
渡辺　幹一朗

職員

4 6 木 普通救命講習 宮前消防署　救急係長
狩野　照美

5 7 金 16 ミリ映写機操作技術講習会
情報・視聴覚センター

稲垣　敏幸
職員

●開設場所　宮前市民館　他
●時	間	帯　①③ 9:30 ～ 12:00　②④ 13:00 ～ 16:00　⑤ 9:30 ～ 16:00
●対　　象　市内在住の中学生、高校生	 ●参加者数　21人（男 4人、女 17人）	　　●延べ人数　77人

宮前　（子連れで学ぶみやまえの里山）
主　　題：里山との付き合い方からガイドボランティア活動までを学ぶ

回 月日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･ 助言者など

1 10・13 火 幼児教育における自然
の影響を学ぶ

宮前区内の公園（第４公園）を実際に歩き、遊びを
交えながら学ぶ

（財）川崎市保育会　保育相談員
　小川　信子

2 21 水 宮前区内の里山を実際
に歩きノウハウを学ぶ

（飛森谷戸・南野川ふれ
あいの森）

自然との触れ合いの重要性（幼児教育）を認識した
上で、宮前区内の里山を歩く

プロ・ナチュラリスト　
佐々木　洋

3 22 木 実際に歩くなかでノウハウを身に付ける 佐々木　洋

4 29 木 講 座 終 了 後 の ボ ラ ン
ティアを見据えて

講座終了後に取り組むボランティア活動の実際を学
ぶ 職員

5 11・ 5 木 自分たちでガイドをし
てみよう！

この講座を活かして自分たちで出来るガイドを考え、
実践する

川崎市公園緑地協会　
野牛　雪子

●開設場所　宮前区内外の公園、他	 	 ●時	間	帯　10:00 ～ 12:00
●対　　象　関心のある方　　　	 	 ●参加者数　12人（男０人、女 12人）	　　●延べ人数　44人
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宮前　（ボランティア講座ブラッシュアップ研修「企画する！」）
主　　題：企画をする際のノウハウを学ぶ

回 月日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･ 助言者など

1 3・ 6 土 企画運営に関する理解
を深める

企画をする際のポイントについて 
企画をつくりプレゼンをする

（株）横浜アーチスト催事芸能部
部長　 河原　欣吾

●開設場所　宮前市民館　大会議室	 　　●時	間	帯　10:00 ～ 15:00
●対　　象　中学生以上で関心のある方　　●参加者数　7人（男 3人、女 4人）	 ●延べ人数　7人

菅生分館　（保育ボランティア入門講座～子育て応援隊）
主　　題：乳幼児の親たちの学習の際、別室保育のボランテイアをめざす

回 月日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･ 助言者など

1 5・11 月
保育ボランティアって
なに？

保育ボランティアの役割と、子どもと過ごす楽しさ
を知る

元社会教育指導員　
三星　とく子

2 18 月 分館保育ボランティア及び子育て支援センターから
保育の実際を聞き交流する

菅生分館保育ボランティア 
地域子育て支援センター　職員

小柳津　百合子

3 25 月 子どもの気持ちを受け
止め、見守るために⑴

子どもの気持ちを受け止め、見守るために、保育者
はどうすべきかを学ぶ

南菅生保育園　園長　
松田　芙美子

4 6・ 1 月 子ども達が元気に過ごせるように、体調や怪我等に
どう対処したらよいかを学ぶ

川崎市看護協会　保健師
重永　幾代

実
習

9 火

保育・子育て支援活動
実習

乳幼児を持つ親のために学級の保育を担当する

職員
16 火
18 木 向丘出張所うえるかむクラスでの保育

29 月 車座講座などの際に、同室での保育活動の実習を体
験する

5 7・13 月 子どもの気持ちを受け
止め見守るために⑵

実習体験を振り返って、疑問点 ･ 感想などを出し合
い講師の助言を受ける 松田　芙美子

●開設場所　菅生分館	 	 	 ●時	間	帯　10:00 ～ 12:00
●対　　象　関心のある人　20人	 ●参加者数　8人（男 0人、女８人）	 	 ●延べ人数　49人

多摩　（障がい者ボランティア研修 明日からできるボランティア）
主　　題：障がい者社会参加活動への理解を深め、豊かな地域社会をめざす

回 月日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･ 助言者など

1 4・18 土 オリエンテーション　
知的障がいを知る①　

研修オリエンテーション　　　　　　　　
基礎知識と対応

障害者生活支援センター柿生
生活支援ワーカー 妹尾　栄美

2 25 土 知的障がいを知る② 知的障がいの見え方・聞こえ方・感じ方を体感する 国立特別支援教育　総合研究所
大城 政之

3 5・ 9 土 障がい者社会参加活動
とは

障がい者社会参加活動の経緯やこれに関わることに
ついての心構えなどを学ぶ 明治大学　教授　 小林　繁

4 17 日 実際の活動に参加する① 実際に青年教室に参加して、活動を一緒に体験する。
ボランティアとの懇談

職員
青年教室ボランティア

5 23 土 美術と障がい者の可能性 知的障がい者について、障がいを才能として捉える
新たな一面を知る 元工房　絵　 関根　幹司

6 30 土 音楽と障がい者の可能性 知的障がい者について、障がいを才能として捉える
新たな一面を知る

療育相談でんでん虫
渡邉　紀子

7 6・14 日 実際の活動に参加する② 障がい者と地域の交流の場であるふれあいまつりに
実際にボランティアとして参加する

職員
ふれあいまつりスタッフ　他

8 27 土 実際の活動に参加する③ 実際に青年教室に参加して、活動を一緒に体験する 職員
青年教室ボランティア　他

●開設場所　多摩市民館　他	 	 ●時	間	帯　主に 10:00 ～ 12:00
●対　　象　18歳以上の方	 	 ●参加者数　19人（男 5人、女 14人）		 ●延べ人数　52人
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多摩　（保育ボランティア研修）
主　　題：よりよい保育ボランティア活動をめざして

回 月日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･ 助言者など

1 6・ 9 火 保育ボランティアは、子
育て支援のボランティア
としてかかわりやすく、や
りがいのあるものである。
しかし、個人の子育て経
験に基づいて活動してい
ることが多く、知識として
の保育を学ぶ機会が少な
い。これから、保育ボラ
ンティアを始める方にも、
すでに活動している方に
も、今後の活動に生かせ
る情報を提供し、市民館
保育ボランティアの質の
向上をめざす

オリエンテーション 
やってみよう！保育ボランティア

職員
共育ひろば　主宰 牧岡　英夫

2 18 木 活動中のボランティア 
「こんなときどうする？」

職員
保育士　 姉崎　恵子
多摩保育グループ

中村　敬子、宇野　幸子
ジャンケンポン（麻生）

浜島　尚美
3 24 木 保育実習① 識字学級保育ボランティア

4 30 火 現代子育て事情 
「親子の関係を知る」

子育て支援センターにししゅ
くがわら　主査　 奈良　真澄

5 7・ 7 火 ひとりひとりの個性を大切にする保育 職員
保育士　 白井　真由美

6 8 水 保育実習② 識字学級保育ボランティア

7 14 火 子供の心理と保育 あおぞら保育　つくしんこ
主宰　 文　多恵

8 25 土 救急講習 多摩消防署　職員
●開設場所　多摩市民館　他	 　●時	間	帯　10:00 ～ 12:00
●対　　象　関心のある方	 　●参加者数　23人（男 0人、女 23人）
●延べ人数　78人

麻生　（自分らしく生きたい子どもたちへ）
主　　題：特別支援教育サポーター入門講座

回 月日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･ 助言者など

1 11・ 3 火

特別支援教育について
知り、地域や学校で支
援に携わるための基礎
知識を習得する。

発達障がいがある子どもが困っている状況、行動の
理由・意味を理解する

発達相談支援センター
武居　光

2 10 火 一般的な支援の方法とともに、特に教室の中での支
援のあり方について学ぶ

ＮＰＯ法人　翔和学園
伊藤　寛晃

3 24 火 学校の先生との連携について学ぶ 南生田小学校　教諭　
片山　純子

4 12・ 1 火 発達障がいを含む幅広い特別支援学級の現場につい
て知り、理解を深める

総合教育センター特別支援教育
センター

増田　亨5 8 火 支援の具体例
●開設場所　麻生市民館	 　●時	間	帯　14:00		～ 16:00
●対　　象　関心のある方	 　●参加者数　25人（男１人、女 24人）	 　●延べ人数　98人
●保育内容　自由遊び	 	 　●保育参加者数　4人（男 3人、女 1人）	 　●保	育	者　ジャンケンポン

麻生　（あさおからはじまる国際化社会）
主　　題：地域の国際化に資するボランティア活動とは

回 月日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･ 助言者など
1 1・19 火

ボランティア活動に共
通する基本的姿勢を学
ぶと同時に多文化共生
社会について考える

ボランティア活動に必要な姿勢とグループ作りの基本
東京外国語大学多言語・多文化
教育研究センター　フェロー

吉田　聖子

2 26 火 お互いを高めあう関係性の築き方について、日本語学
習活動を事例に考える

3 2・ 2 火 社会的活動としてのボランティア活動とは何か考える
4 9 火 地域の国際化に向けた言葉の支援のあり方について①

5 16 火 地域の国際化に向けた言葉の支援のあり方について②
今後の活動についての話し合い

吉田　聖子
職員

●開設場所　麻生市民館	 　●時	間	帯　14:00		～ 16:00
●対　　象　関心のある方　　	　●参加者数　24人（男 6人、女 18人）	 　●延べ人数　98人
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Ⅴ２（２）　ＰＴＡ活動研修

川崎区ＰＴＡ活動研修
主題 ＰＴＡの委員会の役割を考える 会　　場  教育文化会館

部会  成人委員会

参加者数
 ① 43 人 
② 18 人 
③ 44 人日時 

① 5 月 14 日（木） 
② 6 月 12 日（金） 
③ 2 月 23 日（火）

① 10:00 ～ 12:00 
② 10:00 ～ 12:00 
③ 10:00 ～ 12:00

内容 
①ＰＴＡ等家庭教育学級の企画と運営 
②ＰＴＡ会員に様々な情報をどのような形で提供できるかを学ぶ 
③ＰＴＡ等家庭教育学級報告会

講師 ①②③　（有）コミュニティサポートネット　斎藤　千恵
部会  広報委員会

参加者数  ① 61 人 
② 58 人日時 ① 5 月 15 日（金） 

② 5 月 29 日（金）
① 10:00 ～ 12:00 
② 10:00 ～ 12:00

内容 ①ＰＴＡ広報紙（誌）の役割 
②ＰＴＡ広報紙（誌）の作成

講師 ①②日本機関紙協会事務局長　長谷川　径弘
部会  校外委員会 参加者数  56 人日時 6 月 23 日（火） 10:00 ～ 12:00
内容 地域安全マップ作り
講師 川中島コミュニティスクール　岡本　浩一、仙田　清孝
部会  役員研修会 参加者数  55 人日時 6 月 16 日（火） 10:00 ～ 12:00
内容 ＰＴＡ会員としての望ましいあり方を学ぶ
講師 全国ＰＴＡ問題研究会事務局長　味岡　尚子
部会  全体会 参加者数  175 人日時 7 月 4 日（土） 14:00 ～ 15:30
内容 教育委員会のネット問題相談窓口での対応を学ぶ
講師 教育委員会ネット相談窓口相談員　奥田　義雄



＜ 152 ＞ ’09 教文・市民館活動報告書　Ⅴ２（２）ＰＴＡ活動研修

幸区ＰＴＡ活動研修
主題 活動の課題や活性化をめざし委員の相互理解と親睦・交流を図る 会　　場  幸市民館

部会  学年学級委員会

参加者数  ① 46 人 
② 41 人日時 

① 5 月 12 日（木） 
② 10 月 30 日（金） 

① 10:00 ～ 12:00 
② 10:00 ～ 12:00 

 内容 ①学年・学級委員の活動の進め方 
②活動の課題　情報交換

 講師 ①社会教育主事　小柳　俊子 
②元社会教育指導員　仲村　美津子　

 部会  成人委員会

参加者数
 ① 41 人 
② 24 人 
③ 33 人 日時 

① 5 月 14 日（火） 
② 11 月 19 日（木） 
③ 3 月 2 日（火）

① 10:00 ～ 12:00 
② 10:00 ～ 12:00 
③ 10:00 ～ 12:00

 内容 
①成人委員会の活動の進め方 
②活動の課題　情報交換 
③一年間の活動報告

 講師 ①②社会教育主事　西山　和美 
③（有）コミュニティーサポートネット　斎藤　千恵

 部会  広報委員会

参加者数
 ① 42 人 
② 34 人 
③ 26 人 日時 

① 5 月 19 日（火） 
② 5 月 26 日（火） 
③ 10 月 22 日（木）

① 10:00 ～ 12:00 
② 10:00 ～ 12:00 
③ 10:00 ～ 12:00

 内容 
①初めての広報活動（初級編） 
②ステップアップ編（中級編　編集　レイアウト実習） 
③情報交換　各校の広報を見てみる

 講師 ①マイタウン 21 編集長　岩倉　宏司 
②幸市民館長　豊岡　裕一郎

 部会  校外委員会
参加者数  ① 35 人 

② 37 人 日時 ① 5 月 28 日（木） 
② 6 月 2 日（火）

① 10:00 ～ 12:00 
② 10:00 ～ 12:00

 内容 ①校外委員の活動の進め方 
②こども 110 番の活動から

 講師 ①市民・子ども局青少年育成課　職員 
②（有）コミュニティサポートネット　斎藤　千恵

 部会  三役部会
参加者数  ① 35 人 

② 29 人 日時 ① 6 月 5 日（金） 
② 10 月 27 日（火）

① 10:00 ～ 12:00 
② 10:00 ～ 12:00

 内容 ①三役部会活動の進め方　前年度の課題から 
②現状報告と情報交換

 講師 ①②元社会教育指導員　三星　とく子
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中原区ＰＴＡ活動研修
主題 よりよいＰＴＡ活動のために 会　　場  中原市民館

部会  学年学級部会　（小・聾学校）

参加者数
 ① 39 人 
② 37 人 
③ 34 人日時 

① 5 月 22 日（金） 
② 9 月 25 日（金） 
③ 2 月 19 日（金）

① 10:00 ～ 12:00 
② 10:00 ～ 12:00 
③ 10:00 ～ 12:00

内容 
①これからの活動のために 
②活動のポイントと情報交換 
③活動をふりかえって

講師 ①②③全国ＰＴＡ問題研究会　竹内　啓子
部会  学年学級部会　（中学校）

参加者数
 ① 16 人 
② 16 人 
③ 14 人日時 

① 5 月 22 日（金） 
② 9 月 25 日（金） 
③ 2 月 19 日（金）

① 10:00 ～ 12:00 
② 10:00 ～ 12:00 
③ 10:00 ～ 12:00

内容 
①これからの活動のために 
②活動のポイントと情報交換 
③活動をふりかえって

講師 ①全国ＰＴＡ問題研究会　竹内　啓子 
②③社会教育主事　中村　康人

部会  校外部会（小 ･ 中 ･ 聾学校）
参加者数  ① 50 人 

② 48 人日時 ① 5 月 22 日（金） 
② 10 月 16 日（木）

① 10:00 ～ 12:00 
② 10:00 ～ 12:00

内容 ①これからの活動のために 
②こどもを守るために

講師 ①元社会教育指導員　仲村　美津子 
②中原警察署　スクールサポーター　小川　照夫

部会  広報部会（小 ･ 中 ･ 聾学校）

参加者数
 ① 64 人 
② 59 人 
③ 50 人日時 

① 4 月 28 日（火） 
② 5 月 27 日（水） 
③ 10 月 16 日（金）

① 10:00 ～ 12:00 
② 10:00 ～ 12:00 
③ 10:00 ～ 12:00

内容 
①活動の基礎知識 ･ 広報紙づくり（1） 
②広報紙づくり（2） 
③作ってみての感想 ･ 情報交換

講師 ①②③日本機関紙協会　長谷川　径弘
部会  成人教育部会（小 ･ 聾学校）

参加者数

 ① 34 人 
② 28 人 
③ 30 人 
④ 34 人

日時 

① 5 月 29 日（金） 
② 6 月 11 日（木） 
③ 9 月 25 日（金） 
④ 2 月 19 日（金）

① 10:00 ～ 12:00 
② 10:00 ～ 12:00 
③ 10:00 ～ 12:00 
④ 10:00 ～ 12:00

内容 

①ＰＴＡ家庭教育学級説明 
②ＰＴＡ家庭教育学級相談会 
③情報交換と実際に活動してみて 
④活動をふり返って

講師 
①社会教育主事　池谷　典彦 
②職員 
③④社会教育主事　池谷　典彦

部会  成人教育部会（中学校） 参加者数  17 人日時 4 月 28 日（火） 10:00 ～ 12:00
内容 これからの活動のために
講師 元社会教育指導員　仲村　美津子
部会  役員研修（副会長研修） 参加者数  52 人日時 6 月 24 日（水） 10:00 ～ 12:00

内容 ＰＴＡ副会長研修　よりよいＰＴＡ活動のために～地域コミュニケーション、よりよい会議運営のため
のファシリテーション

講師 ＥＲＩＣ国際理解教育センター　田中　幸子
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高津区ＰＴＡ活動研修
主題 ＰＴＡ活動の充実と活性化のために 会　　場  高津市民館

 部会  校外委員会 参加者数  43 人 
日時 5 月 7 日（木） 10:00 ～ 12:00
内容 校外委員会の目的と活動～地域の安全を守るために～
講師 社会教育主事　豊田　一郎
部会  広報委員会

参加者数  ① 46 人 
② 38 人日時 ① 5 月 14 日（木） 

② 9 月 17 日（木）
① 10:00 ～ 12:00 
② 10:00 ～ 12:00

内容 ①広報紙の編集の仕方～よりよい広報紙づくり～ 
②各校広報紙を持ち寄って

講師 ①②社会教育主事　池谷　典彦
部会  成人委員会

参加者数  ① 41 人 
② 40 人日時 ① 5 月 21 日（木） 

② 9 月 10 日（木）
① 10:00 ～ 12:00 
② 10:00 ～ 12:00

内容 ①成人教育の目的と活動～学級の進め方 
②各校募集チラシを持ち寄って

講師 ①②（有）コミュニティサポート・ネット　斎藤　千恵
部会  学年学級委員会（中学校） 参加者数  13 人日時 5 月 27 日（水） 10:00 ～ 12:00
内容 学年学級委員会の目的と活動～情報交換と話し合い～
講師 社会教育主事　中村　康人
部会  学年学級委員会（小学校） 参加者数  28 人日時 6 月 11 日（木） 10:00 ～ 12:00
内容 学年学級委員会の目的と活動～情報交換と話し合い～
講師 社会教育主事　西山　和美
部会  役員部会 参加者数
日時 6 月 4 日（木） 10:00 ～ 12:00  34 人
内容 活性化するための役員としての活動は何か
講師 川崎市ＰＴＡ連絡協議会元会長　西山　克枝
部会  テーマ別研修

参加者数
 ① 41 人 
② 41 人 
③ 45 人日時 

① 6 月 18 日（木） 
② 7 月 25 日（土） 
③ 12 月 3 日（木）

① 10:00 ～ 12:00 
② 10:00 ～ 12:00 
③ 10:00 ～ 12:00

内容 
①思春期の子どもへの理解を深め、保護者の役割を考える 
②市立学校の食育実践について 
③人を育てる「コーチング」手法によるよりよいコミュニケーション

講師 
① NPO 法人 TEENSPOST　代表理事　八巻　香織
②健康教育課課長補佐　学校給食担当　北村　恵子 
③（株）コーチ・トゥエンティワン　川本　恵
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宮前区ＰＴＡ活動研修
主題 地域にあった望ましいＰＴＡのあり方を考え充実した活動をめざす 会　　場  宮前市民館

 
部会  学年学級委員会

参加者数

① 41 人 
② 28 人 
③ 35 人 
④ 24 人

日時  

① 6 月 16 日（火） 
② 6 月 23 日（火） 
③ 10 月 20 日（火） 
④ 11 月 10 日（火）

① 10:00 ～ 12:00 
② 10:00 ～ 12:00 
③ 10:00 ～ 12:00 
④ 10:00 ～ 12:00

内容 ①②学年学級委員会の学校や地域での活動と役割 
③④前半の活動を振り返って、他校との情報交換

講師 

①社会教育主事　豊田　一郎 
②学校教育部主幹宮前区教育担当　安部　賢一 
③職員 
④宮前区ＰＴＡ協議会　副会長　早川　由美

部会  成人委員会

参加者数

 ① 40 人 
② 15 人 
③ 37 人 
④ 13 人

日時 

① 5 月 26 日（火） 
② 5 月 28 日（木） 
③ 9 月 29 日（火） 
④ 10 月 29 日（木）

① 10:00 ～ 12:00 
② 10:00 ～ 12:00 
③ 10:00 ～ 12:00 
④ 10:00 ～ 12:00

内容 ①②成人委員会の学校や地域での活動と役割 
③④前半の活動を振り返って、他校との情報交換

 講師 
①③社会教育主事　中村　康人 
②社会教育主事　木村　利惠 
④職員 

 部会  校外委員会

参加者数
① 56 人 
② 34 人 
③ 16 人 日時  

① 5 月 21 日（木） 
② 10 月 6 日（火） 
③ 11 月 17 日（火）

① 10:00 ～ 12:00 
② 10:00 ～ 12:00 
③ 10:00 ～ 12:00

内容
①地域での子どもの見守り活動の留意点 
②子どもたちの安全を守るために【小学生対象】 
③子どもたちの安全を守るために【中学生対象】

講師 ①神奈川県くらし安全指導員　鈴木　順一、宮前警察署生活安全課 
②③神奈川県くらし安全指導員　鈴木　順一、社会教育主事　中村　康人

部会  役員部会
参加者数  58 人日時 6 月 30 日（火）

① 10:00 ～ 12:00
内容 ＰＴＡの目的と役割とは？
講師 全国ＰＴＡ問題研究会　事務局長　味岡　尚子
部会  広報委員会

参加者数
 ① 54 人 
② 57 人 
③ 56 人

日時 
  

① 6 月 2 日（火） 
② 6 月 9 日（火） 
③ 10 月 27 日（火）

① 10:00 ～ 12:00 
② 10:00 ～ 12:00 
③ 10:00 ～ 12:00

内容 ①②ＰＴＡ広報紙でとりあげるべき課題と、魅力的な紙面の作り方 
③今年度作成の広報紙を持ち寄り情報交換、知っておきたい広報紙作成のポイント

講師 ①②③日本機関紙協会　長谷川　径弘
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多摩区ＰＴＡ活動研修
主題 充実したＰＴＡ活動をめざして 会　　場  多摩市民館

 
部会  広報委員会

参加者数

① 20 人 
② 20 人 
③ 36 人 
④ 36 人

日時  

① 5 月 12 日（火） 
② 5 月 12 日（火） 
③ 5 月 13 日（水） 
④ 5 月 14 日（木）

① 10:00 ～ 12:00 
② 13:00 ～ 15:00 
③ 9:30 ～ 11:30
④ 9:30 ～ 11:30

内容

①中学校　広報委員の役割と活動について　広報紙をつくろう（1） 
②中学校　広報紙をつくろう（2） 
③小学校　広報委員の役割と活動について　広報紙をつくろう（1） 
④小学校　広報紙をつくろう（2）

講師 マイタウン２１編集長　岩倉　宏司
部会  成人委員会

参加者数  ① 13 人 
② 27 人日時 ① 5 月 21 日（木） 

② 5 月 22 日（金）
① 9:30 ～ 11:30 
② 9:30 ～ 11:30

内容 成人委員の役割と活動について

講師 
職員 
菅小学校成人委員 
稲田小学校成人委員

部会  学年・学級委員会 参加者数  51 人日時 5 月 26 日（火） 9:30 ～ 11:30

内容 学年・学級委員の役割と活動について 
上手な話し合いの進め方を学ぼう

講師 社会教育主事　中村　高明 
部会  校外委員会 参加者数 50 人日時 5 月 27 日（水） 9:30 ～ 11:30
内容 校外委員の役割と活動について
講師 職員
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麻生区ＰＴＡ活動研修
主題 ＰＴＡ活動の充実のために 会　　場  麻生市民館

部会  広報委員会 参加者数  65 人日時 5 月 7 日（木） 10:00 ～ 12:15

内容 広報紙のつくり方　読者が求めているものを届けよう、取材「生きた記事」を書こう、「感想文」ではな
く「記事」にしよう、見出しをつけるコツ

講師 広報紙アドバイザー　芝沼　隆一 
部会  成人委員会

参加者数 ① 61 人 
② 71 人日時 ① 5 月 15 日（金） 

② 6 月 8 日（月）
① 10:00 ～ 12:15 
② 10:00 ～ 12:30

内容 ①成人委員会の目的と役割　ＰＴＡとはなんだろう、情報交換・話し合い 
②家庭教育学級説明会　ＰＴＡ家庭教育学級の意義とその役割について

講師 ①元社会教育指導員　鈴木のり子 
②社会教育主事　中村　高明 

部会  校外委員会 参加者数 59 人日時 5 月 20 日（水） 10:00 ～ 12:15
内容 校外委員会の目的と役割　子どもの安全を守り、良い環境を考え合い、子どもの地域活動をすすめる
講師 全国ＰＴＡ問題研究会会員　竹内　啓子 
部会  学年委員会

参加者数 ① 36 人 
② 29 人日時 ① 5 月 26 日（火） 

② 5 月 29 日（金）
① 10:00 ～ 12:15 
② 10:00 ～ 12:15

内容 ①小学校向け　ＰＴＡの組織・運営・活動について、学年委員会の役割と活動 
②中学校向け　ＰＴＡの組織・運営・活動について、学年委員会の役割と活動

講師 ①②全国ＰＴＡ問題研究会事務局　稲垣　恵子
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Ⅴ２（３）　生涯学習交流集会

川崎区生涯学習交流集会
日　時 3 月 6 日（土） 9:30 ～ 12:00 会場 教育文化会館 参加者  35 人 
テーマ 「市民協働」「市民自主」と生涯学習

内　容 

①基調講演「市民協働」「市民自主」と生涯学習（講師：長野大学 教授　黒沢　惟昭）
②平成 21 年度市民自主学級・市民自主企画事業の各実施団体による報告
③講師及び助言者からの講評及び意見交換 
　助言者　運営審議会委員　青木　恵美子　二瓶　佐和子

幸区生涯学習交流集会
日　時 1 月 24 日（日） 9:30 ～ 12:30 会場 幸市民館 参加者  40 人 
テーマ さいわい学びの輪

内　容 

①平成 22 年度市民自主学級・市民自主企画事業の募集について 
②基調講演「今、大人が学ぶことの意味～豊かなつながりと地域づくりに向けて～」　　　　
　明治大学　教授　小林　繁　 
③平成 21 年度市民自主学級・市民自主企画事業の事例報告

中原区生涯学習交流集会
日　時 2 月 7 日（日） 10:00 ～ 16:00 会場 中原市民館 参加者  約 400 人 
テーマ メイド・イン中原

内　容 

中原市民館を中心に活動している団体・サークルによる活動報告・舞台発表 
○平成 21 年度市民自主学級・自主企画事業報告会（14 団体）　 
　講演「現代日本における市民的ヘゲモニーの生成～生涯学習・社会教育の現状と展望」 
　講評　長野大学　教授　黒沢　惟昭 
　事例報告　おと絵がたりの会 
○ホールイベント「なかはらアクトストリート 2010 ～音であそぼう！絵であそぼう！」 
　武蔵小杉ファミリーウィンドオーケストラ 、ケチャップマヨネーズ？、やまばん、 
　ミルキーウェイ、コス援護会、おと絵がたり、かみねりょうこ、琴音人、さえの会、 
　合唱団『虹』、新丸子 JO 連合 
　企画・運営　ＮＡＳ 2010 実行委員会 
○ワークショップ　「がらくた楽器」「絵がたり絵巻」 
○日本語学級の学習者による「インド料理教室」　講師：セダニ・ラクシャ 
○「親子で楽しむわらべ歌」　講師：絵本の店・星の子店主　高橋　清美 
○サークル等パネル展示
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高津区生涯学習交流集会
日　時 1 月 23 日（土） 10:30 ～ 12:00 会場 高津市民館 参加者  51 団体 
テーマ グループ室連絡会
内　容 グループ室利用グループ間の情報交換・交流促進、市民の生涯学習活動の活性化

日　時 1 月 23 日（土） 10:00 ～ 12:00 
13:30 ～ 15:30  会場 高津市民館 参加者  19 人 

テーマ 市民自主学級・市民自主企画事業報告会・説明会

内　容 
平成 21 年度の学級・事業報告を通して、地域の課題解決に向けた取組みについて企画グループとの意見
交換をする。また平成 22 年度の企画提案に向けた説明会を実施し、事業の趣旨の理解と周知を図り、市
民と行政と協働による企画・運営の在り方を共有する機会とする

日　時 1 月27日（水）～ 2 月 8 日（月） 8:30 ～ 21:00 会場 高津市民館 参加団体  26 団体 
テーマ グループ活動紹介展（ポスター展）

内　容 市民館で活動する団体の活動紹介や市民自主学級等の事業報告を展示し、市民の生涯学習活動の一助とす
る

日　時 2 月 21 日（土） 10:00 ～ 12:00
13:30 ～ 15:30 会場 高津市民館 参加者  22 人 

テーマ 市民自主学級・市民自主企画事業企画提案会

内　容 平成 22 年度の市民自主学級・市民自主企画事業の企画提案を通して、地域課題の共有と団体・グループ
間の交流・情報交換を行う

日　時 3 月 6 日（土） 10:30 ～ 12:00 会場 高津市民館 参加者  30 人 
テーマ ＰＴＡ等家庭教育学級報告会

内　容 ＰＴＡ等で実施した家庭教育学級の成果・課題等を報告し、ＰＴＡでの家庭教育の重要性を確認し、推進
を図ると共に次年度に向けた情報の提供・共有の機会とする

日　時 3 月 11 日（木） 10:00 ～ 12:00 会場 高津市民館 参加者  80 団体 
テーマ グループロッカー室利用希望団体交流会・抽選会

内　容 次年度のロッカー室等利用にあたって、希望団体・グループの決定及び利用団体・グループ同士の交流の
場とする

日　時 3 月 11 日（木） 9:00 ～ 10:00 会場 高津市民館 参加者  13 団体 
テーマ 実習室棚利用希望団体交流会・抽選会

内　容 次年度の実習室棚利用にあたって、希望団体・グループの決定及び利用団体・グループ同士の交流の場と
する

日　時 3 月 12 日（金） 10:00 ～ 12:00 会場 高津市民館 参加者  12 団体 
テーマ 料理室棚利用希望団体交流会・抽選会

内　容 次年度の料理室棚利用にあたって、希望団体・グループの決定及び利用団体・グループ同士の交流の場と
する

宮前区生涯学習交流集会
日　時 1 月 30 日（土） 9:30 ～ 16:00 会場 宮前市民館 参加者  500 人 
テーマ 大人の文化祭ｉｎみやまえ

内　容 

午前の部 
ミニコンサート 
講演会　「祝老歌」
講　師　山田　太一 
午後の部 
ポスターセッション　区内で活動しているグループ 26 団体のポスター展示と活動案内 
一日体験教室　7 団体

日　時 3 月 13 日（土） 11:00 ～ 12:30 
14:00 ～ 15:30 会場 宮前市民館 参加者  225 人 

テーマ 子どもと楽しむミニ劇場

内　容 
ミニ劇場「ノンタン　みんなであそぼう！」出演：劇団飛行船 
鑑賞後、宮前市民館家庭・地域教育学級修了者と地域の親子による交流・情報交換を行なう 
来場者　午前の部 108 人、午後の部 117 人
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多摩区生涯学習交流集会（１）
日　時 3 月 7 日（日） 13:00 ～ 15:00 会場 多摩市民館　大会議室 参加者  28 人 
テーマ 市民館体験講座「デジカメまる得活用術」

内　容 第１部　「デジカメまる得活用術」講座を体験しよう！　（講義と実習） 
講　師　立木　圭之介（カメラマン）

日　時 3 月 7 日（日） 13:00 ～ 15:00 会場 多摩市民館　大会議室 参加者  26 人 
テーマ みんなで話そう！かわさきの社会教育の明日を　（講義と話し合い）

内　容 

第２部　みんなで話そう！かわさきの社会教育の明日を　（講義と話し合い） 
　１．これまで川崎の社会教育が果たしてきた足跡を振り返る 
　　①川崎の社会教育がめざしてきたものとは？ 
　　②市民館の学級・講座受講者によるリレートーク 
　２．市民館に求められる“これからの社会教育”とは何かを考える 
　　①グループ討議・発表 
　　②まとめ 
コーディネーター　　小林　繁（明治大学　教授） 
事業報告者　　　　　豊岡　裕一郎（幸市民館　館長） 
事例発表者　　　　　稲田　光世ほか 8 名

多摩区生涯学習交流集会（２） （たま学びのフェア 2010）
日　時 3 月 13 日（土）～ 14 日（日） 10:00 ～ 16:00 会場 多摩区総合庁舎 参加者  3,735 人 

テーマ 地域で活動する人たちが、自ら情報を発信し、相互に学び合う機会とするとともに、市民館利用団体や生
涯学習関連機関の相互交流を図り、地域の生涯学習の充実を図る

内　容 

市民館利用団体を中心に、多摩区内の生涯学習関連団体が数多く参加し、団体相互の交流を深めるだけで
なく、何かを始めたい、参加したいと思っている市民に対して、数多くの参加体験プログラムを用意し、
来場者の生涯学習のキッカケ作りになるようにしている。また、今年度については、市民自主企画事業「多
摩区生涯学習ライフ見本市」の企画による生涯学習関連機関の情報提供や、関係機関・大学などによる講
演会などを開催。個人参加のギャラリー部門「ギャラりーたまゆら」（3 月 12 日～ 17 日）も設置され 60
作品以上の作品を展示
実施団体：たま学びのフェア実行委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
参加団体：36 団体 +9 機関

麻生区生涯学習交流集会（１）新春わいわいフェスティバル
日　時 1 月 23 日（日） 14:00 ～ 16:30 会場 麻生市民館　大会議室 参加者  250 人 
テーマ 麻生市民館で日頃の活動発表や舞台発表をしてみませんか

内　容 

①パフォーマンス（ダンスと音楽の発表）
アニメーションダンス、バリ舞踊、新舞踊、ジャズダンス、リコーダー合奏、朗読、紙芝居、ウクレレ、
ロック、ポップス、プログレ系アニソンユニット

②パネル展示
平成 21 年度麻生市民館市民自主学級、市民自主企画事業

麻生区生涯学習交流集会（2）市民自主学級・市民自主企画事業　報告会
日　時 2 月 13 日（土） 14:00 ～ 16:00 会場 麻生市民館 参加者  17 人 

テーマ 平成 21 年度の成果を報告し合い、お互いの活動を振り返り、提案団体・参加者の情報交換の場とし、活
動状況を共有する

内　容 

①学習報告会 
　市民自主学級（3 団体）・　市民自主企画事業（5 団体）による発表 
　質疑応答・講師講評・意見交換 
　新春わいわいフェスティバル報告 
②活動報告のパネル展示 
　オープンスペースにて展示（平成 22 年 3 月 11 日～ 31 日）

岡上分館生涯学習交流集会
日　時 3 月 27 日（土） 10:00 ～ 12:00 会場 岡上分館 参加者  28 人 
テーマ 一年間の岡上分館での学びの内容を展示発表し、振り返りながらお互いの交流を深める

内　容 

発表：「岡上探険隊」「家庭・地域教育学級 ‐ 地域で楽しく・共・育・ちⅢ」「柳田國男に学ぶ」「岡上の
古文書を、岡上で読む」「陶芸の里・岡上をはぐくむ」「岡上ふるさと料理体験」「岡上魅力再発見」
トーク：テーマ「校区コミュニティにおける”学びと地域”･･･ 市民の主体的な思いを学びと地域づくりへ
コメンテイター：小関　和弘（和光大学　教授）　助言者：宮野　薫（元岡上郷土誌会会長）
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Ⅴ２（４）　自主グループ講師派遣
実施
機関 グループ名 代表者 活動場所 学習内容 講師 指導内容

教
育
文
化
会
館

絵本の花 林　　裕子 随所 おはなし会のプログラムの
作り方と選書 井村亜由美 おはなし会の組立

中
原
市
民
館

さくらんぼ 武田　明美 生涯学習プラザ 工作教室 久保田　雅人 ものづくり指導

あっぷる 平川　栄里 宮内こども 
文化センター

体操遊び 青木　泰代 体操指導他

リトミック 横井　史恵 演奏指導等

高
津
市
民
館

川崎の歴史と
文化を識る会 安部　尚三 高津市民館

ＫＳＰ
川崎の先端技術企業の現状
と課題

府川　　宏
志茂　　武 川崎の先端企業

多文化活動
連絡協議会 中村　ノーマン

高津市民館
高津図書館
高津区役所

外国につながる子どもたち
の学習支援 池上　摩希子 多文化共生

橘
分
館

たちばな婦人学級 近藤　和子 橘分館

介護保険の基礎情報　
支援サービスの実際 石川　陽子 地域で暮らし続け

るために
テレビリポートを通して思
うこと 東海林 のり子 事件から見える家

族関係

どろんこの会 柳沢　治信 橘分館

今、子ども若者が生きる社
会とは 中西 新太郎 子どもをめぐる社会

状況

少年団の魅力を知る 大釜　正明 魅力を語り合う

宮
前
市
民
館

カスタネット 小倉　　昇

グリーンハイツ
集会所 公演内容の向上のためのア

ドバイスと指導 玉井　　碧
お面劇、小噺等

宮前平こども
文化センター 早口言葉、クイズ等

ふたごの会 山本　千尋 宮前保健福祉
センター

双子ならではの問題や悩み
の解決についての相談 空井　智子 双子を育てる上での

指導、相談

ベビーリトミック 山本　　雅 1ヶ月の赤ちゃんから
のべビーマッサージ

稗原団地自治会
ホームページ同好会 板津　昌且 稗原団地

自治会館

ホームページ作成のための
言語、ＨＴＭＬ、スタイル
シート等に関すること

友澤　　敦

ＨＴＭＬについて

スタイルシート、
JavaScrip について

麻
生
市
民
館

かもく会 木原　　勇 福祉ぱる
研修室

定年退職者の地域活動 志賀　裕子 自己の再発見

男性学からみた定年退職者
の生き甲斐 田中　俊之 喪失感と夫婦関係

子どもと緑を
守る会 松井　恭子 はるひ野 ･ 黒川

地域交流センター
廃棄物処理、再資源化の現
状と大気汚染 浦野　真弥 ごみ問題と周辺環境
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Ⅴ３　表現・舞台活動支援事業

教育文化会館　表現・舞台活動支援事業 実施団体 つくコン７実行委員会

テーマ つくろうよコンサート vol.7　空（SORA）に響け ! 吹奏楽 !!

①練習

日 時 2 月 6 日（土）13:00 ～ 18:00、 2 月 7 日（日）10:00 ～ 13:00　全 2 回
会 場 教育文化会館　大ホール  参加者数 180 人

内 容

吹奏楽の経験がありながら卒業・就職や結婚・子育て等さまざまな理由により演奏・発表の
機会から遠ざかってしまっている方、或いは、学校の部活動や地域の市民楽団等で活動しつ
つ、より多様な活動と出会いの場を求めている方を対象として、身近で気軽に参加できる演奏・
発表および交流の機会を設ける 
合同練習は前日午後および当日午前中のリハーサルのみで、参加しやすい形態とする 
指揮者　建部知弘（作曲家）

②発表

日 時 2 月 7 日（日）14:00 ～ 16:05　全 1 回
会 場 教育文化会館　大ホール  参加者数 613 人

内 容

指揮者　建部知弘（作曲家） 
演奏　つくろうよコンサートのための 200 名の吹奏楽団 
司会　川崎吹奏楽連盟　吉川勇児 
 
曲目 

【第１部】 
１　ダンス・セレブレーション 
２　コンサート・マーチ「テイク・オフ II」 
３　March “SORA” - 川崎吹奏楽連盟設立 10 周年記念曲 
４　エル・カミーノ・レアル 

【第２部】 
５　スカイ・ハイ 
６　ジャパニーズ・グラフィティ XIV　A・RA・SHI ～ Beautiful days 
７　ディズニー・ファンティリュージョン！ 
８　坂本九スタンダードメドレー 
アンコール　ブラジル 
 
後援　「音楽のまち・かわさき」推進協議会 
協力　川崎吹奏楽連盟 
参加者数内訳　　出演者 177 人　スタッフ 6 人　来場者 430 人
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多摩市民館　表現・舞台活動支援事業（１） 実施団体 ちっちゃい演劇フェスとか応援隊

テーマ 表現ワークショップ／大人のためのバレエ・ワークショップ

①講座

日 時 9 月 27 日（日）～ 12 月 20 日（日）　主に 14:00 ～ 16:30　全 13 回

会 場 多摩市民館　体育室　他  参加者数 19 人
延べ 206 人

内 容
ワークショップを通して、バレエという舞台表現形式を体験的に把握するとともに、講師が
振付けた作品を自分たちの手で完成させ、実際の舞台で発表できるようにする 
講師：大川敦子バレエスタジオ　主宰　大川　敦子

多摩市民館　表現・舞台活動支援事業（２） 実施団体 ちっちゃい演劇フェスとか応援隊

テーマ ちっちゃい演劇フェスティバル　Vol.1　～働くって、何？～

②発表

日 時 12 月 20 日（日）　13:00 ～ 16:00
会 場 多摩市民館　大会議室 参加者数 136 人

内 容

表現ワークショップの学習会（連続講座）と地域で表現活動をしている人たちが一堂に会す
る機会を設けることにより、地域における文化芸術の振興を図るとともに、様々な手法によ
る市民の主体的で自由な表現・舞台活動を支援・育成し、地域に根ざした市民の文化芸術の
創造と各団体の交流をめざして実施 
出演：朗読の会りんどう、演劇ぽけっとたま 2、演劇しょっぷ☆星南武線、猫と金魚、演劇日々、
バレエ・ワークショップのみなさん 
プロデューサー：ＮＰＯ法人演劇百貨店　代表　柏木　陽

麻生市民館　表現・舞台活動支援事業 実施団体 あさおサウンド＆ヴィジョン 2010 企画委員会

テーマ あさおサウンド＆ヴィジョン 2010

①練習
日 時 3 月 12 日（金）　14:00 ～ 19:00
会 場 麻生市民館　大ホール 参加者数 82 人
内 容 あさおサウンド＆ヴィジョン　リハーサル

②発表

日 時 3 月 13 日（土）　13:00 ～ 18:00
会 場 麻生市民館　大ホール 参加者数 650 人

内 容

あさおサウンド＆ヴィジョン 2010
川崎市内を中心に活動している音楽やダンスのグループのフェスティバル
出演者：カナニロア・フラ・スタジオ、DANCE KID’S、大澤トキ子、All Out、It Brow、
K’s Factory、サンタ ･ エレーナ・スペイン舞踊団、プスパ・メカール、The Orion For 
Evangerical、 kokoko、 天空、ソーフィス、BO☆ST、Jelly Beans、 You Shock the PANDA、
21st Century Girls
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Ⅴ４　学習情報提供・学習相談事業

中原市民館

対象 川崎市内在住・在勤・在学の人 開設期間 5 月 7 日（木）～ 3 月 18 日（木）　10:00 ～ 12:00　計 23 回

内容 市民の学習と活動を支援。様々な学習情報・市民活動情報を収集・整理し公開・提供。学習についての
情報照会・相談を受付け対応する

相談 学習相談員 3 人（区ＰＴＡ役員他）交替により相談対応

麻生市民館

対象 川崎市内在住・在勤・在学の人 開設期間 4 月 8 日（水）～ 3 月 24 日（水）　14:00 ～ 17:00　計 36 回

内容 市民の学習と活動を支援し、様々な学習や市民活動についての情報を提供し、相談を受け対応する

相談 麻生区地域教育会議、里山フォーラム in 麻生、麻生区文化協会、麻生市民館サークル連絡会のボランティ
アによる相談対応

麻生市民館岡上分館

対象 川崎市内在住・在勤・在学の人 開設期間 年間開設

内容 郷土資料閲覧コーナーにおける学習情報提供と日常の学習情報提供と相談

相談 旧岡上郷土誌会会員による相談対応
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